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平
成
30
年
度
徳
島
県
支

部
総
会
が
11
月
11
日
㈰
、徳

島
市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
。

　
総
会
は
、平
成
29
年
度
の

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、

徳
　
島
　
県
　
支
　
部

熊
　
本
　
県
　
支
　
部

高
　
知
　
県
　
支
　
部

宮
　
崎
　
県
　
支
　
部

会
計
監
査
報
告
、平
成
30
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
に

つ
い
て
土
井
支
部
長
か
ら
報

告
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
と
し
て
、校
友

会
総
会
及
び
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
の
報
告
が
土
井
支
部
長

か
ら
あ
っ
た
。

　
終
了
後
は
オ
ー
ル
日
大
の

懇
親
会
に
合
流
し
て
、他
学

部
の
校
友
と
と
も
に
、徳
島

県
支
部
活
動
の
活
性
化
に
つ

い
て
、夜
遅
く
ま
で
活
発
な

議
論
が
続
い
た
。

　   （
文
責
　
土
井
　
榮
次
）

　
平
成
31
年
度
熊
本
県
支

部
総
会
は
、４
月
21
日
㈰
17

時
よ
り
、40
〜
90
歳
代
の
12

名
が
参
加
し
、来
賓
と
し
て

日
本
大
学
校
友
会
熊
本
県

支
部
長
の
別
当
公
一
氏
の
ご

出
席
を
賜
わ
り
、熊
本
市
の

「
番
屋
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
題
は
、①
平
成
30
年
度

行
事
経
過
報
告
な
ら
び
に
収

支
決
算
報
告
、②
会
計
監
査

報
告
、③
平
成
31
年
度
行
事

計
画
案
な
ら
び
に
予
算
案
、

④
そ
の
他
で
し
た
。

　
行
事
経
過
報
告
で
は
、県

機
関
誌
発
行
の
工
夫
、総
会

へ
の
若
い
方
の
出
席
や
、４
月

15
日
に
挙
行
さ
れ
た
校
友
会

熊
本
県
支
部
会
で
の
校
友
・

大
西
一
史
熊
本
市
長
再
選
お

祝
い
な
ど
が
、そ
し
て
行
事

計
画
案
で
は
次
の
役
職
任
期

な
ど
が
、話
題
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
今
年
度
は
、元
号
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、総
会

が
４
月
開
催
の
た
め
西
暦
２

０
１
９
年
で
の
表
記
や
、既

に
４
月
１
日
に
新
元
号
が
発

表
さ
れ
て
い
た
た
め「
令
和
」

で
の
表
記
な
ど
、様
々
な
工

夫
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
校
友
会
活
動
を

継
続
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、す
べ
て
の
案
件
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、別
当
氏
に

も
参
加
い
た
だ
き
、懇
親
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
、病
気
快
復
し

た
岩
崎
徹
副
支
部
長
や
、久

し
振
り
の
板
垣
泰
人
校
友
も

交
え
て
、永
村
時
生
顧
問
の

書
籍
が
国
会
図
書
館
に
保
管

　
高
知
県
支
部
は
、２
０
１

８
年
９
月
12
日
㈬
高
知
会
館

レ
ス
ト
ラ
ン
四
季
に
て
、再

建
し
て
６
回
目
の
総
会
を
開

き
ま
し
た
。決
め
た
こ
と
は
、

①
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
に
複

　
数
参
加
で
き
る
よ
う
に
努

　
力
す
る
。

②
２
０
２
０
年
ま
で
に
役
員

　
の
若
返
り
を
図
る
。

③
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
を
記
念
し

　
て〝
山
岳
写
真
展
〞を
計

　
画
す
る
。

④
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
、土
曜

　
日
に
開
催
し
、翌
日
に
日

　
曜
市
・ひ
ろ
め
市
場
・オ
ー

　
テ
ピ
ア
を
散
策
す
る
。

　「
オ
ー
テ
ピ
ア
」は
、２
０

１
８
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、県
・
市
図
書
館
を
合
築

し
た
全
国
11
位（
中
・四
国

最
大
級
）の
図
書
館
で
す
。

　       （
文
責
　
和
田
　
明
）

本
　
社
　
〒
114-

0015
　
東
京
都
北
区
北
中
里
一-

一
〇-

一
〇 

水
野
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
〇
三-

五
八
一
五-

二
二
一
五
㈹

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三-

五
八
三
四-

二
〇
〇
三

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

事
務
局
長 

日
本
大
学
経
済
学
部
校
友
会  

副
幹
事
長 

日
本
大
学
校
友
会
東
京
都
第
五
支
部  

板
橋
桜
門
会
幹
事
長

　
　
　
　

　
　   

　  

江

　﨑

　泰

　元

葵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　代
表
取
締
役

〒
225-

0005
　
横
浜
市
青
葉
区
荏
子
田
二-

六-

二

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
五-

九
〇
三-

一
八
二
一

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
広
報
部
長

　

  　

  

師

　田

　袈
裟
茂

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
話

題
に
上
が
り
、皆
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
散
会
い
た
し

ま
し
た
。

    （
文
責
　
本
田
　
み
よ
子
）

　
本
年
度
の
県
支
部
総
会

を
、２
月
23
日
㈯
に
宮
崎
市

の
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、日
本
大
学
校
友
会
宮
崎

県
支
部
総
会
の
開
会
前
に
、

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
し
た
。

　
参
加
人
数
は
４
名
で
、平

成
29
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
及
び
平
成
30
年
度
の
事
業

計
画
と
予
算
に
つ
い
て
協
議

し
、承
認
を
得
た
。

　
さ
ら
に
久
米
田
支
部
長
の

就
任
か
ら
６
年
経
過
し
た
の

で
、支
部
長
の
交
代
の
議
題

が
あ
げ
ら
れ
、青
木
副
支
部

長
が
新
支
部
長
に
推
薦
さ

れ
、承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、現
在
の
仕
事
な

ど
近
況
を
語
ら
い
、親
睦
を

深
め
た
。

　
ま
た
、日
本
大
学
校
友
会

宮
崎
県
支
部
総
会
で
は
、日

本
大
学
の
卒
業
生
と
さ
ら

に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。と
く
に
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
長
の
小
山
裕
三
教
授

の
講
演
で
は
、本
学
の
ス

ポ
ー
ツ
の
現
状
を
め
ぐ
っ

て
、情
熱
と
愛
情
を
も
っ
て

指
導
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

講
話
い
た
だ
き
、大
変
感
銘

を
受
け
た
。

　（
文
責
　
久
米
田
　
義
夫
）

校

　

 

友    

だ

　

 

よ    

り

台
湾
か
ら
の
５
人
を
富
士
登
山
へ
案
内

　
　
　
　
　

                

田
添
　
正
（
神
奈
川
県
支
部
）

　
日
大
台
湾
校
友
会
顧
問
の

先
生
よ
り
１
、２
年
前
か
ら

「
台
湾
大
学
校
友
５
名
が
富

士
登
山
を
願
望
し
て
い
る
の

だ
が
」と
相
談
を
受
け
て
い

た
。そ
こ
で
半
年
前
に
準
備

を
は
じ
め
７
月
20
・
21
日
に

実
施
の
運
び
と
な
っ
た
。う

れ
し
い
こ
と
に
全
員
登
頂
に

成
功
！
　
こ
こ
に
、そ
の
報

告
を
し
ま
す
。

　
来
日
当
日
の
７
月
18
日
、

小
田
急
線
片
瀬
江
ノ
島
駅
に

直
接
集
合
。そ
の
足
で
湘
南

の
名
勝
地
・
江
ノ
島
を
案
内

し
、そ
の
後
、六
会
日
大
の
博

物
館
、動
物
病
院
な
ど
も
見

学
し
て
も
ら
っ
た
。そ
し
て
、

同
校
・
図
書
館
の
喫
茶
室
で

最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

20
日
か
ら
の
富
士
登
山
に
臨

ん
だ
。

　
山
は
シ
ー
ズ
ン
前
で
比
較

的
す
い
て
い
た
。幸
い
２
日

間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、全

員
が
登
頂
を
果
た
し
た
。初

め
て
の
ご
来
迎
に
も
恵
ま
れ
、

最
高
峰
剣
ヶ
峰
に
登
頂
し
た

瞬
間
、感
動
し
夢
中
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
。こ
の
山
行
の

10
日
前
に
は
、30
年
前
に
私

が
富
士
山
で
知
り
合
っ
た
台

湾
留
学
生
が
他
界
さ
れ
た
の

で
、全
員
で
そ
の
供
養
を
行
っ

た
。

　
参
加
者
の
う
ち
４
人
が
50

代
で
、台
湾
の
３
０
０
０ｍ
峰

を
仲
間
で
登
っ
て
い
る
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
健
脚
な
の
に

驚
い
た
。下
山
時
、
60
代
の

リ
ー
ダ
ー
が
遅
れ
た
が
、私

が
一
緒
に
下
山
し
て
無
事
行

程
を
終
了
。そ
の
後
、湘
南

台
の
居
酒
屋
で
待
ち
受
け
て

い
た
日
台
親
善
桜
蘭
会
会

長
、副
会
長
、顧
問
と
合
流

し
、登
山
の
成
功
を
祝
し
て
一

献
傾
け
た
。準
備
か
ら
実
行
・

打
ち
上
げ
ま
で
約
半
年
間
、

日
台
親
善
交
流
を
深
め
意
義

の
あ
る
富
士
登
山
と
な
り
感

謝
し
て
い
る
。

　
私
自
身
、年
齢
的
に
、50

年
間
登
り
続
け
た
富
士
登
山

も
、今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
一区

切
り
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　石 

柱 

看 

板

　
寛
永
年
間
（
１
６
２
６
年
頃
）、

讃
岐
国
の
藩
主
生
駒
高
俊
公
が
造

園
し
、
明
治
維
新
ま
で
最
後
の
藩

主
松
平
家
の
下
屋
敷
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
名
勝「
栗
林
公
園
」

町
ま
ち
の
文
字

町
ま
ち
の
文
字
（35）

内
に
建
つ
讃
岐
民
芸
舘
の
舘
名
を

表
示
し
た
石
柱
。

　
文
字
は
香
川
県
在
住
で
初
代
の

讃
岐
民
芸
舘
舘
長
だ
っ
た
和
田
邦

坊
画
伯
の
書
で
、
石
材
業
者
が
刻

ん
だ
も
の
。

　
　
　

    

小
西
長
之
助
〈
香
川
県
支
部
〉

    

出
版
物
の
紹
介

　
こ
の
た
び
、左
記
２
著
を

出
版
し
ま
し
た
。

●
パ
リ
写
真
選
集『
パ
リ
の

　
思
い
出
』Ａ
４
判
、79
作
品

　
収
録
、
81
ペ
ー
ジ
、送
料

　
込
み
２
５
０
０
円

●
素
描
特
選
集『
筆
が
見
つ

　
め
た
か
た
ち
』Ａ
４
判
、１

　
５
２
作
品
収
録
、92
ペ
ー

　
ジ
、送
料
込
み
２
５
０
０
円

著
者
　
本
部
相
談
役

小
西
長
之
助（
香
川
県
支
部
）   

◆
記
事
の
訂
正
◆

　
左
記
の
会
報
各
号
に
掲
載

の「
町
ま
ち
の
文
字
」に
つ
き
、

通
し
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
誤
　
　
正

　
第
92
号
　
32
　
　
33

　
第
94
号
　
33
　
　
34

日
本
大
学
校
友
会  

委
員

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長
・
組
織
部
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

埼
玉
県
支
部  

顧
問

　

  

鎌

　子

　
　
　健

         

〒
340-

0156   

埼
玉
県
幸
手
市
南
二-

十
九-

二
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
八
〇-

四
三-

〇
九
四
六

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
携
帯
〇
九
〇-

四
一
二
一-

六
三
五
〇

〒
183-

0046
　
府
中
市
西
原
町
二-

二
九-

一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
四
二-

五
〇
二-

〇
〇
九
三

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

相
談
役

　

  　

  

白

　戸

　忠

　志

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〒
760-

0068
　
香
川
県
高
松
市
松
島
町
三-

二
三-

一
七

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
八
七-

八
六
一-

五
五
六
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

相
談
役

日
本
棋
院
七
段
・
公
認
審
判
員

　

  　

  

尾

　上

　勝

　美

〒
779-

3105
　
徳
島
県
徳
島
市
国
府
町
東
高
輪
二
〇
八-

二

　
　  

　
　
　
　
　
　
　
〇
八
八-

六
四
二-

四
六
四
八

　
　
　
　
　
　
　
携  

帯  

〇
九
〇
ー
一
五
七
〇
ー
一
七
三
五

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会

　相
談
役

徳
島
市
文
化
協
会

　会
長

短
歌
結
社
「
徳
島
短
歌
」
顧
問

『
徳
島
老
友
新
聞
』
歌
壇
選
者

本
田
ま
も
る
歌
集
「
大
河
の
風
」
ネ
ッ
ト
販
売
中

　

  

本

　田

　
　
　守

ご
卒
業

　
お
め
で
と
う

ご
卒
業

　
お
め
で
と
う

ご
卒
業

　
お
め
で
と
う

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
）   

佐
藤
友
妃
子

経
済
学
部
経
済
学
科
　     

島
田
　
　
勉

他
１
名（
本
人
の
希
望
に
よ
り
未
掲
載
）

■ 

精
励
賞

法
学
部
法
律
学
科
　
　
　 

大
塚
　
昭
博

法
学
部
法
律
学
科
　
　
　 

大
橋
　
明
子

法
学
部
法
律
学
科            

井
村
　
光
恵

法
学
部
法
律
学
科
　
　
　 

山
鹿
　
立
雄

法
学
部
法
律
学
科
　
　     

大
倉
　
　
健

法
学
部
法
律
学
科
　
　
　 

宮
﨑
　
貴
司

法
学
部
政
治
経
済
学
科     

二
岡
　
　
学

法
学
部
政
治
経
済
学
科
　 

小
山
　
芳
枝

文
理
学
部
文
学
専
攻（
国
）  

大
室
　
洋
子

文
理
学
部
文
学
専
攻（
国
）   

川
西
み
ど
り

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
）  

津
原
　
和
子

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
）   

立
花
　
陽
子

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
）  

大
石
　
敏
子

文
理
学
部
哲
学
専
攻         

吉
野
　
幸
雄

文
理
学
部
哲
学
専
攻
　     

井
﨑
　
栄
子

文
理
学
部
史
学
専
攻
　
　  

山
﨑
　
辰
男

経
済
学
部
経
済
学
科
　     
島
田
　
　
勉

経
済
学
部
経
済
学
科
　     
浦
野
　
治
孝

商
学
部
商
業
学
科
　
　
　  
関
根
　
健 

一 

商
学
部
商
業
学
科
　
　     

島
野
　
一  
雅

他
２
名（
本
人
の
希
望
に
よ
り
未
掲
載
）

■ 

校
友
会
長
賞

法
学
部
政
治
経
済
学
科     

上
村
　
栄
二

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
）   

宮
田
か
お
り

経
済
学
部
経
済
学
科
　     

阿
部
　
栞
奈

商
学
部
商
業
学
科
　
　
　 

宮
岡
　
真
優

法
学
部
法
律
学
科 

55
名

法
学
部
政
治
経
済
学
科 

27
名

文
理
学
部
文
学
専
攻（
国
） 

18
名

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
） 

75
名

文
理
学
部
哲
学
専
攻 

17
名

文
理
学
部
史
学
専
攻 

16
名

経
済
学
部
経
済
学
科 
46
名

商
学
部
商
業
学
科 
125
名

　
　
　
　
　   

計
３
７
９
名

■ 

学
長
賞

文
理
学
部
哲
学
専
攻
　     

福
島
　
万
里

■ 

優
等
賞

法
学
部
法
律
学
科
　       

小
林
　
秋
美

法
学
部
政
治
経
済
学
科    

二
岡
　
　
学

文
理
学
部
文
学
専
攻（
国
）  

齋
藤
　
周
作

文
理
学
部
文
学
専
攻（
英
）  

吉
田
　
悦
子

文
理
学
部
哲
学
専
攻
　
　  

石
原
　
め
い

文
理
学
部
史
学
専
攻         

眞
田
　
舞
香

商
学
部
商
業
学
科
　
　
　 

茂
木
　
弓
子

他
１
名（
本
人
の
希
望
に
よ
り
未
掲
載
）

■ 

部
長
賞

法
学
部
政
治
経
済
学
科
　 

行
田
　
京
子




